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 今回のレポート課題に取り組むにあたって私は上野英三郎教授が飼われていたハチ公の

一生に興味を持ったのでハチ公の生涯について調べた内容を記述します。 

 まず農学部に新しく設置された銅像にも刻まれている「ハチ公」という名前に関してで

すが、これは元々上野英三郎先生がハチと名前をつけて読んでいたところを当時の上野先

生の門下生達は先生の飼われている犬を呼び捨てにするのは忍びないといって敬意をこめ

てハチという名前に公をつけて「ハチ公」と読んでいたのが始まりだと言われています。

そんなハチは 1923 年に秋田県の北秋田郡二井田村（現在の大館市）大子内にある元国連事

務総長、明石康の母親の実家である斎藤義一宅で生まれました。ハチの父親にあたるのは

「オオシナイ（大子内）」、母犬は「ゴマ（胡麻）」という名前の秋田犬であったそうです。

犬好きで知られており、東大農学部（当時は東京帝国大学農学部）の教授であった上野先

生は当時秋田犬の子犬を飼うことを希望していたため当時の価格で 30 円（現在の価格で 30

万円弱？）でハチを購入し、ハチは生まれたばかりの 1924 年に秋田の大館駅から米俵に入

れられ、20 時間をかけて上野駅に到着しました。上野先生の自宅は東京府豊多摩郡渋谷町

大字中渋谷大向 834 番地（現在の渋谷区松濤一丁目）にあり、ハチは既に上野先生が飼っ

ていた 2 頭の犬「ジョン」と「エス」と共に過ごすこととなりました。ハチは上野先生が

出かける際に家の玄関先で送り迎えをするだけに留まらず、大学のキャンパスまで上野先

生について行くことや、出張などで列車移動をする際には渋谷駅まで送り迎えに行くこと

があったそうです。しかしハチが上野先生と出会ってまもない 1925 年の 5 月 21 日に上野

先生が脳溢血で急死してしまいます。ハチは上野先生が亡くなって 4 日経った 5 月 25 日、

上野先生の通夜が行われた日もジョンとエスと共に帰ってくるはずのない上野先生を渋谷

駅まで迎えに行っていたそうです。上野先生が亡くなった後のハチの生涯はそれまでのよ

うに順風満帆という形ではいきませんでした。上野先生が奥さんと正式に籍を入れていな

かったなどの事情から奥さんがハチを引き取ることができず、ハチは奥さんの親戚で日本

橋の呉服屋に預けられることになりました。しかしハチの人懐っこい性格から店の客に飛

びついてしまうなどのトラブルが絶えず、浅草の高橋千吉宅に移されることになりました。

新たな飼い主の下で幸せに暮らせるかと思われたものの散歩中に上野先生と過ごした思い

出の渋谷を目指して逃げてしまったことや、高橋家の近所とのトラブル等が重なり再びハ

チは渋谷にある上野先生の家へ戻されてしまいました。その後現在の渋谷区富ヶ谷に住ん

でおり、小さい時からハチを可愛がっていた植木職人の小林菊三郎がハチを預かることに

なりました。この頃からハチは渋谷駅で上野先生の帰りを待ち、食事のために小林家に戻

るという日々を繰り返し、渋谷駅の人々にその存在を知られていくようになりました。し

かし当時のハチは渋谷駅周辺の人々から虐待を受け、顔に落書きされるなど子供たちのい

たずらの対象となっていました。そんな中ハチが渋谷駅で帰らぬ上野先生を待ち続けてい



る事情を知っていた日本犬保存会初代会長、斎藤弘吉はハチのことを広く知ってもらおう

とハチの話を新聞に寄稿し、「いとしや老犬物語」というタイトルで東京朝日新聞に掲載さ

れました。新聞に掲載されたことでハチは一躍有名となり、「ハチ公」と親しまれその扱い

方も以前とは一変しました。渋谷駅での寝泊りを許されるようになり、ハチに食べ物を持

ってくる者も現れるようになりました。死後ハチの胃袋には焼き鳥のものと思われる竹串

が残っていたとの記録も残っているそうです。ハチは 1935 年にフィラリアと癌により稲荷

橋付近で亡くなってしまいますが死後渋谷で行われた告別式には駅や町内の人々が多数参

列し、人間さながらの葬式が行われるなどたくさんの人々から愛され、またハチ自身も上

野先生を愛していた正に「忠犬」ハチ公であったといえます。 

 私自身恥ずかしながら 3 月に弥生キャンパス内に銅像が完成するまでハチ公の飼い主が

農学部の教授であったことさえ知りませんでしたが、農学部に進学したこと、そして今回

のような上野先生創設の農業工学の講義をきっかけとして東京大学農学部の歴史について

知ることができたことはとても意義があったと思います。 
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